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研究成果の概要（和文）：　本研究では、地域の自然環境からの生態系サービスを文化資源化するための新たな
資源開発プロセスを、地域の学習過程と捉え、国内外の詳細な事例研究を通して、観光交流を通した文化発信に
よる地域アイデンティティの回復のモデルを構築した。また、この仕組みを実現するためのレジリアントな観光
ガバナンスの社会的モデルを構築・提案する。さらに観光ガバナンスの構築を都市部と非都市部の統合的な地域
再生と捉えその関係を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This research aims to develop the practical model for the recovery of local 
identity through cultural strategy of the area.  The new resources development process by the 
strategic utilization of cultural service in ecosystem service from a natural environment is 
described by certain case studies. A socio economic model of tourism governance is proposed by this 
study.  In addition, contribution of tourism governance to the reconciliation of conflicts between 
urban and non-urban area was identified. 

研究分野：観光学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　国内の地域では生態系や自然環境の豊かさと文化資源を統合的にリンクさせ、自然と文化の相互作用の分析や
観光による地域の自然環境の価値の文化的発信を、社会科学と自然科学分野の横断的な手法で分析する研究はま
だ行われていない。そのため、生物多様性と文化多様性に加え、地域の生物文化多様性を評価し、農村地域の再
生を都市と農村の関係再構築と捉え、その仕組み構築のための観光や交流の意味と影響力、政策実現のためのプ
ロセスを分析し、政策提案やモデルとして成果還元する必要性は高い。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
農村部の新たな再生策として「観光による地域再生」が期待されている。特に 2003 年の観光
立国宣言以降、この傾向は明確になり、従来型の観光ではなく、地域の自然環境や文化を総合
的に資源化して集客する｢新しい観光｣や｢観光まちづくり｣による農村再生への関心が高まって
いる。 
 非都市部である主に農村の地域資源の「新たな開発」を伴う観光は、エコツーリズム、ルー
ラルツーリズム、カルチャラルツーリズムなどの「ニューツーリズム」として、それぞれ別々
にその可能性や地域への影響、地域振興への貢献の仕組みが研究されてきた。例えば、エコツ
ーリズムでは敷田ら(2011)などが、資源管理に基づいたエコツーリズムの評価を議論している。
またルーラルツーリズムでは、欧州を中心に、Cloke(2007)などによる地域資源の評価見直しと、
農村の地域資源を活かしつつも、農村からルーラルな「クリエイティブツーリズム」(Wurzburger 
2010)に移行すべきだという主張が目立っている。 
こうした傾向がある中で、Rural tourism 研究として主に欧州で見られるのは、地域資源を
総合的に価値付けする「プレイスブランディング」や観光。交流による創造的農村再生である。
例えば Horlings(2012)らが、都市の消費者が参加するクリエイティブツーリズムによる効果的
な農村の地域再生を積極的に研究している。また、農村地域の生態系や文化を統合的に活用し
た産業育成や、農村＝生産地ではない、新たな都市と農村の関係が必要だと主張している。 
これに関連して、従来から米国の Florida(2002)や国内では佐々木(2007)などが「創造都市」
やクリエイティブ経済理論として社会の多様性を促進する観光や交流の重要性を指摘している。
さらに最近では、佐々木らが「創造農村」研究を進めており、農村と都市の関係再構築を目指
す観光・交流への関心は高まっている。 
一方、生態学における国際的なミレニアム評価では、自然環境からの「生態系サービス」が、
農村を特徴づける資源として評価され、生物多様性条約第 10回締約国会議（COP10）以降に評
価についての研究が蓄積されている。しかし、それを地域文化と関係づけたものは少ない。一
方世界的には、1988 年の国際民族植物学会のベレン宣言以降、地域資源を「生物文化多様性」
として評価し、地域の総合的な魅力を維持。再生する提案が出ている。また最近では Sobo et 
al.(2013)などが先導的な研究をまとめている。そして、この背景を元に、前述したプレイスブ
ランディング(Govers and Go,2009)や都市農村関係再構築(Horlings,2012)が欧州中心に急速に
進み出している。 
しかし、国内の地域では生態系や自然環境の豊かさと文化資源を統合的にリンクさせ、自然
と文化の相互作用の分析や観光による地域の自然環境の価値の文化的発信を、社会科学と自然
科学分野の横断的な手法で分析する研究はまだ行われていない。そのため、生物多様性と文化
多様性に加え、地域の生物文化多様性を評価し、農村地域の再生を都市と農村の関係再構築と
捉え、その仕組み構築のための観光や交流の意味と影響力、政策実現のためのプロセスを学際
的な研究者のチームで分析し、政策提案やモデルとして成果還元する必要がある。 
 
２．研究の目的 
農村など非都市部の地域資源を活かすエコツーリズムなどが推進されてきたが、観光や交流
が都市部と非都市部の関係を大きく変える産業や活動にはなっていない。その理由は、非都市
部の地域の自然資源が文化と融合して付加価値の高い創造的な利用がされていないためである。
そこで本研究では、地域の自然環境からの生態系サービスを文化資源化するための新たな資源
開発プロセスを、地域の学習過程と捉え、国内外の詳細な事例研究を通して、観光・交流を通
した文化発信による地域アイデンティティの回復のモデルを構築する。また、この仕組みを実
現するためのレジリアントな観光ガバナンスの社会的モデルを構築し、提案する。さらに観光
ガバナンスの構築を都市部と非都市部の統合的な地域再生と捉え、普及を前提とした研究成果
を出すこと目指す。 
 
３．研究の方法 
本研究は、知床半島（北海道）、能登半島（石川県）、ワーヘニンゲン（オランダ）など景観
を含む自然資源が地域資源となっている地域と、接続する都市部を対象事例にして、地域の自
然資源の文化資源化プロセスを地域の学習プロセスとして知識科学的に分析した。そして、地
域アイデンティティの形成による地域のレジリアンス確立に観光・交流が寄与するプロセスを
分析した。 
さらに、特に文系と理系の研究者が分野を超えて共同研究する学際的研究チームによる事例
調査と分析を基本とする。そのデータを用いて、観光・交流におる都市・非都市関係の再構築
のための観光ガバナンスモデルを構築した。調査ではフィールド調査で得たデータを、事例地
域の関係者との協働ワークショップでモデル構築を進めるフィードバック調査を実施した。 
 
４．研究成果 
観光による文化発信で地域アイデンティティを強化するメカニズム分析を行うため、クリエ
イティブ・シティ政策を進める米国サンタフェ市の現地踏査、市担当者へのヒアリング、文献
調査を行った。また、創造都市論の視点から、都市の文化多様性と生物多様性の連関に関して
調査分析を進め、伝統工芸を軸に京都と金沢の比較検討を行った。さらに、生物文化多様性の



概念的検討を、ユニットとして境界の明確な島嶼をモデルに調査・研究を行なってきた。特に
屋久島から奄美群島、沖縄島を経て、八重山群島に至る琉球弧における生物の固有性と文化の
多様性に関する調査を行い、世界遺産やユネスコ「人間と生物圏」計画（ユネスコ。エコパー
ク）などのブランドを活用した地域活性化につなげる提言を行なった。 
また、生物文化多様性に関連する国際的認定を受けた地域間の連携に注目し、ユネスコ・生
物多様性条約事務局による生物文化多様性共同プログラムのユネスコ側担当官のアナ＝パーシ
ック氏をゲストに迎え、各地域の保全活動の事例から、生物多様性と文化多様性の保全につい
て参加者と共に考えた。地域の自然環境からの生態系サービスを文化資源化するための新たな
資源開発プロセスを、地域の学習過程と捉え、国内外の詳細な事例研究を通して、観光・交流
を通した文化発信による地域アイデンティティの回復のモデル構築を目的として研究を進めた。
また、この仕組みを実現するためのレジリアントな観光ガバナンスの社会的モデルを構築・提
案する。さらに観光ガバナンスの構築を都市部と非都市部の統合的な地域再生と捉え、普及を
前提とした研究成果を出すこと目指して研究を進めてきた。 
特に 2015 年度は国際学会での発表や論文の執筆を進めた｡また米国パデューカ市､オランダ
アムステルダム市､マレーシア､サバ､サラワク州の調査を行い､現地調査の結果を基にした議論
を研究分担者と行った｡ 
まず､金沢市で開催された「ユネスコ創造都市ネットワーク金沢 2015」で｢生物文化多様性
に関する国際シンポジウム｣を併催した。また､2015 年 7 月に開催された｢International 
Wildlife Management Congress｣で発表して現代文化と生物多様性の関係分析の新たな手法を提
案した｡なお国内の各学会では､積極的に学会発表を行い､研究成果の提示や普及に努めた｡日本
建築学会､日本観光研究学会､野生生物と社会学会でも発表した。 
一方､現地調査では､ケンタッキー州のパデューカ市の調査を行い、地域再生としての DMO
による観光ガバナンスの実態と、行政による観光と地域再生の実態を調査した。またアムステ
ルダムの調査では､デザインが周辺の環境保全によって促進されることや保全活動が都市文化
の振興に寄与することを調査した｡さらに､マレーシア調査では､国立公園の生物多様性が地域
の価値向上やサービス創出に貢献する調査のための予備調査を行った｡また生物文化多様性を
ベースにした観光のあり方について、主に屋久島から琉球列島にかけての島嶼部、隠岐諸島、
佐渡、淡路島など、条件の異なる島々との比較で研究を進めた。 
地域の自然環境からの生態系サービスを文化資源化するための新たな資源開発プロセスを、
地域の学習過程と捉え、国内外の詳細な事例研究を通して、観光・交流を通した文化発信によ
る地域アイデンティティの回復のモデル構築を目的として研究を進めた。また、この仕組みを
実現するためのレジリアントな観光ガバナンスの社会的モデルを構築することを目指して研究
を進めてきた。スエーデンの国際会議や国内の環境経済政策学会、日本湿地学会、観光研究学
会、野生生物と社会学会での発表や海外も含めて論文投稿を進めた。また米国スエーデンのス
トックホルム市、同大学、エステルムント市、ケンタッキー州のパデューカ市の調査を行い、
現地調査の結果を基にした議論を研究分担者と行った。 
なお、特に「Valuing and Evaluating Creativity for Sustainable Regional Development」
と題されたミッド・スウェーデン大学での学会でセッションを持ち、発表を行った。また、国
際シンポジウム「グローバル化に対峙する生物文化多様性-地域の自然・文化・経済から」を開
催し、海外からの基調講演も含めて意見交換や成果発表を行った。 
さらに、日本の生物文化多様性について、原生的自然である照葉樹林と二次的自然である里
山を比較して、その特性を論じるとともに、それぞれユネスコ世界自然遺産とユネスコ・エコ
パークなどの世界的なブランドと地域的な価値や誇り、あるいは科学的知見と伝統的智慧を組
み合わせることによって発展的に継承する方策を提案した。特に照葉樹林では宮崎県綾町と鹿
児島県屋久島町、里山では兵庫県篠山市と石川県珠洲市をモデルとして、学術的コミュニティ
が民間や官庁と協働して地域戦略立案から実践へと展開するための活動を行った。 
地域の自然環境からの生態系サービスを文化資源化するための新たな資源開発プロセスを、
地域の学習過程と捉え、国内外の詳細な事例研究を通して、観光・交流を通した文化発信によ
る地域アイデンティティの回復のモデルを構築した。また、この仕組みを実現するためのレジ
リアントな観光ガバナンスの社会的モデルを構築し、提案するため、観光ガバナンスの構築を
都市部と非都市部の統合的な地域再生と捉え、普及を前提とした研究成果を出すこと目指して
研究を進めた。 
そして、これから最終段階で構築するモデルの検証に関して議論した。また、地域の観光、
地域の生態系(からのサービス)や自然環境資源の文化的消費プロセスを景観などの地域資源の
「文化資源化プロセス」を「直接的消費→イメージ消費→背景要素としての消費」に従うとい
う代表者らの仮説を実証的に明らかにするために岩手県花巻市、水沢市、遠野市、および中国
四川省を対象に地域の資源から付加価値を生み出す工程を分析する現地調査を行った。 
さらに、観光ガバナンスに関する事例調査及び分析を踏まえ、研究代表者が提示している観
光の関係性モデルを基本として、観光・交流による地域資源の高付加価値活用を文化資源化プ
ロセスとして整理し、「生物文化多様性を基盤とするクリエイティブツーリズムによる新たな地
域再生モデル」を構築した。そして、生物文化多様性概念に基づく地域資源戦略とそのための
観光ガバナンス形成、その効果と可能性、地域資源の高度利用プロセスの分析によるレジリア
ントな地域モデルの内容を固め、著作として出版予定である。 
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